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WB 1:2000-1:10000,IHC 1:1000-1:5000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-
1:200

Calculated MW:57kD;Observed MW:57kD

RUNX2

RUNX2;AML3;CBFA1;0SF2;PEBP2A;Runt-related transcription factor 2;Acute myeloid
leukemia 3 protein;Core-binding factor subunit alpha-1;CBF-alpha-1;0ncogene AML-
30steoblast-specific transcription factor 2;0SF-2;Polyomavirus enhancer-binding protein 2
alpha A subunit;PEA2-alpha A;PEBP2-alpha A;SL3-3 enhancer factor 1 alpha A
subunit;SL3/AKV core-binding factor alpha A subunit
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78]
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子はRUNX転写因子ファミリーの一員であり、Runt DNA結合ドメインを持つ核タンパク質をコードしています。このタンパク質は骨芽細胞の分化と骨格形成に必須であり、骨格遺伝子発現に関与する核酸および調節因子の足場として機能します。このタンパク質は単量体として、あるいはより親和性の高いヘテロ二量体複合体のサブユニットとしてDNAに結合できます。コードされているタンパク質のN末端領域には、トリヌクレオチド反復伸長の可能性のある領域が2つ存在し、これらの変異およびこの遺伝子の他の変異は、骨形成障害である鎖骨頭蓋骨異形成症（CCD）と関連付けられています。異なるタンパク質アイソフォームをコードする転写バリアントは、代替プロモーターの使用と代替スプライシングによって生じます。[RefSeq提供、2016年7月]
	研究分野
	-
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	MDA-MB-231細胞のライセートのウェスタンブロット解析。RUNX2ウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

